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小さな古扉

さながら流亡と荒廃のなかの青春であった。

私の内には安んじて根を下せる場所は乏しかっ

た。親がかりの頃には、生の断念に向って内而

の破壊が続き、思いこみの純粋さだけが善美に

思われて、心の内を見つめることなど詮もない

ことであった。敗戦も未だ、生活の重何をおしか

ぶせただけで、解放の思いには川泣かった。学

校はたゾ籍を置くにすぎず、飢えたイ本はしlに入

るものを探してうろっき、虚ろな心に残る僅か

の精気も、モノに｜吸い尽くされそうであった。

自己形成のヤマ場でのこの呉様さが、生来の雑

駁な性をさらにスポイルしてきた気がする。だ

がそれはそれとして、やがて 11寺に流され、人後

について、非自主的な精神のアク落しが私にも

人並みに始まるのだが、 このスタートがまたは

なはだ恰好の悪いものであった。

日本に引揚げ、るまでの 2年近く、旧?I埼鉄系船

渠工場の取付工見習いとして、ソ連船修理の賃

商学部教授 辻 和 夫

i~その H寺問をかな り 経験しなければ、ならなか っ た 。

また同じ職工仲間には、かつて労働運動や非合

法政治活動に関 り大陸に逃れ移ってきたような

人もいた。その l人と夜業の休み時に国家休制

をいい争い、 知性も教養も自分に及ぶまいとタ

カを柄っていた人物に、私はものの見事に打ち

のめされた。街頭に並ぶ同胞の素人露天商が手

Jljl工i王に和み上げ、ていた古書のなかから 、やみく

もに改造文庫版のディツゲン「マルキシズム認r~哉

論」とボグダノフ「経済科学概論」の 2冊を買い

求め、初めて見参する概念や論述の難解さにi咋

易しながらページをめく りだしたのは、そうし

たことがあってからである。おくればせにやっ

と知の世界へ私を誘った扉は小さかったが、そ

れな りに新鮮な空気を私の内側にH乎び入れ、開

かれる扉の数がつけ加わるにつれ、五里霧iドの

私にも少しずつ視界がひらけていった。

月日の隔りを想う時、表紙の変色した 2冊の

労働で糊口をしのいだ時のこと、 ついその直前 文庫本が、私の記憶の灰暗い片隅にいつも動か

まで見下しきってきた中国人の、しかも下層労 ずにいる。

働者の、そのまた下に落ちこんだ自分の惨めな

現実を受容するには、いいようもなく無残な苦 （つじ かずお ：交通論）
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読 書の効用 一一卒業生ヘ贈る一一

法学部助教授 小 杉茂雄

小生、元来がテレビ人問、かつ、ながら族で は、「じやりん子チエ」、「博多っ子純情」、 「花

ありまして、仕事の（論文を書いている）とき の応援団」、「頑張れタブチくん」、黒鉄ヒロ シの

も多くは、テレビがかかっております（もっと

も、その内容はほとんど頭に入ってはこないの

ですが）。 以前、 広報にも書かせていただいたと

思うのですが、小生の大学生の時代は、 読書と

は殆ど縁のない生活を過ごしておりました。そ

れが度重なる入院生析の1~1lf！法で（ ？）、今では ト

イレにゆくときも文庫本 を ~－ .y. って入るという、

妻 ・ 子いわく癖の悪い ~~·c ~ It人に変わってしま い

ました。そのことはともかくとして、では、大・

ぜそんなに寸亥ljを惜しんで本を読むのか といい

ますと、その答えはfilj.bji.IリJll計であ リまして、 1f1i

ナンセンス漫画や宇能鴻一郎の「濡れて…」、

『私・ーいきなり・・・きれちゃ ったんです・・・』とい

う類いの連載小説が好きでありました。 （本原

稿の趣旨ー 「社会人になっても読書を続けてほ

しし可」 ーから外れてまいりましたが、 書き 続け

ます。） －）週間に600円以上の出資を顧みず 3年

以上も欠かさず買い続けたのですが、とうとう

飽きて参リまして、清貧の生活にー｜「んじなけれ

ばならない学者の生前に人るのを機に、 購読を

｜ヒめまし た。そして、メインではなかった文庫

本の枕抑制早が伐る こととなったのです。と りわ

白いからなのです（どのように出l’11,、のかは、 け、丈hi~ 本の ｜時代小，Bl ・版以：物は、飽きること

個人の好みの問題でありますから 111し ｜：げるこ なく l市！こ｜いのです。病欠人｜%という人＇！：.におけ

とはできません）。もちろん、すべての本が1fli1'1

いとはいえないと思います。少し読みかけて

止めてしま った本も、当初は少なからずあり

したが、ムダ金、ムダな時間を費やしたおかげ．

で、最近ではうまくセレクト出来るように なっ

てまいりました。昭和56年 4月に本学へ赴任

せていただく以前には、今のように文庫本が土

流ではなくて、職業柄（？）週刊漫画アクショ ン、

迎刊ポスト、週刊現代が必読・愛読の書で、侍

~欠かさず買って通勤の行き帰 リ の電車のなか

で、寝るか読むか致しておりました。その中で

る 1!1.~駄が，h'c 11｝：の1f1i1’｜さを教えてくれ、くだらな

いともムダとも 1lわjしうる （小／｜三はくだらない

とはjιっていませんが） jb'.J j'.lj ' "t~が小i況の rfli 白さ

必救えてくれたように以われます。その結呆と

して、人＇ Lにおけるムダの火）j川をfI iポいたして

おリます。まったく取り仰めがなくな りました。

ええい 1ままよ。UFJき1(（って 、frJ川文JilI、飯『

〉とー 「会津の小鉄のの」が1f1i1’lかったですよ、

ということで箔をおかせていただ

（こす ぎ しげお ：民法）
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西南学院大学図書館報

月日の流れは早いもので、 卒業して 5年自の

春を迎えよ うと しています。

私と図書館との出会いは国家試験の勉強を始

めた大学 l年の秋頃からであり、 卒業後も仕事

が比較的早く終る土曜日を中心に利用させて頂

いております。

私のように仕事をもっている人間にと って、

卒業後も夜 9時まで利用出来るとい うことは誠

に有難いもので、短かい時間ではありますが、

質の高い勉強が可能となります。

確かに、働きながら勉強を続けることは、 学

生の時に比べて 2～ 3倍の苦労はあります。

しか し、それだけに目標を達成した後の喜び

にはひとしおのものがあるのではないでしょ う

か。

私も役所に入って 2年目 に、 努力の結果、上

級の資格を得ることが出来ました。大学に入っ

てからもまた、社会人となってからも困難な勉

強をする必要はないという 考えが今の若者は多

いと思いますが、努力をすれば必ずや報われる

というのが、今の私の実感です。ですから、在

学生の皆さんはもちろんのこと、これから就職

される方で国家試験等を目指される方は、図書

館を有効に利用されることをお勧めします。

以上のように、私も 図書館には10年近くお世
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卒業後も

図書館ヘ

通産省福岡通産局

最上賢治

話になってい るわけですが、今後図書館の更に

有効な利用 を図るために 、イIWI人的には以下のよ

うなことをお願いしたいと思っています。

第一に、閉館fl寺聞の延長です。

刻午｜；、夜 9，，寺の閉館時間を例えば、あと30分

でも延長して頂ければ、利用価値が更に高まる

のではないかと思います。経費面の問題はあ リ

ますが、西南会館が9II寺30分に閉館している（休

暇期間等は別ですね。）実態か らしても 、延長（］）

実現が期待されるところです。

第二に、図書館を利用される方にお願し、なの

ですが、試験中はもちろんのこと、それ以外の

時においても、時々、私語が多いと感じる こと

がありますので、他人に迷惑をかける ような私

語は大人として慎みたいものですね。質問等が

ある時には休息室が設けられているのですから。

私が在学中の頃は、図書館の長老みたいな方が

よく 注意されていたよう ですが、自分カtそうい

う立場になっても 、 気が~~＼，、私としては周りか

ら白い目で見られるのではないかと、注意をす

るのに抵抗を感じますね。

以上、とりとめもないことを書いて しまいま

したが、今後の図書館ひいては本学の益々の御

発展を祈念致しまして、ペンを置きます。

（もがみ けんじ：昭和58年法学部卒業）
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経済学部4年野口 修

私が本学の図書館を利用させていただいて 4

年が過ぎようとしている。思えば長くて短かく

もあったが、大学生活の大半をここで過せたこ

とは望外の仕合せで感謝している。

大きくて明るく、 J哉書も豊富にそろえてあり

静かにたもたれている。学習の場、精神鍛練の

場として最適である。

夜、の学生時代の読書室というものは決して多

くはないが、本館の利rn回数は誰にも劣らない

であろう 。 とにか くfo；と｜登っ ていった 、そして

このことを習慣づけようと思った。 自分に入館

する事が大切だと言い聞かせて。

図書館には、 二つのi'I＼会いがあった。一つは

文献であり、も う一つは人である。私は機々な

人と会い議論する人 を凡っけにイIJ;II辿ったれも

する。議論するためには知識が必要だから本を

読むといったことが私には故終的に良かったの

である。このよ うに12<1件館には、本を読むだけ

でなく自分が人間性、知識において学ぶべき 人

材がいるというこ とである。

後輩の皆さんも、 学問的態度と創造的中，1；.ネrj1と

を訓練する場として積極的に利用するこ とをお

すすめします。大学教育にプログラムされたも

のだけでなく 、人間社会 ・文化等の様々な分野

に興味を持たれんこと を望みます。知識は力な

りといいます。学問的態度を作ることを大学生

活の一つのテーマとして、真に意義あるものに

して下さし、。

（のぐち おさむ：経済学科）

図書館の階段付け上がり、ピンクの紙を受 ． 
け取って 2階の閲覧室の扉を押す。取りあえず

新着図書の棚に目を走らせる、目ぼしいものは

ないかなっと －－－－－－あった、読みたかったんだ、

これ。さっそく席を探す。が、忘れてた、今日

はレポートを書きに来たんだった。泣 く泣く読

みかけた本を閉じ 、忍の一字で4階へ。さすが

にお堅いと 言われる法律の専門書たちはつんと

澄まして整然と並んでいる。一見静かに見える

が実生活と深く関る内谷を持つだけに、中々

筋縄ではいかない奴らなのだ。ずら っと並ぶ彼

らになめられてなるものかとこちらも必死に平

l絡を装い、参考にな りそつなのを数！？日｜ き抜く 。

久々に く学生本来の姿〉を自分に感じつつ、机

の上での悪戦苦闘は数時間に及ぶ。気が付くと

窓の外はもう閣で、戦いはまだ終わり そう にな

い。 しぶとく抱え込んでいた新刊と再会を約し

て別れ、レポートのための本 2iTけをなだめすか

して連れて帰ることにする。図書館ではいつも

ハラノ＼ラ 、 ドキドキ、知的興脊と 言うのかな、

本達に自分が試されているようで。

l階ロ ビーの主である大時計にさよならを言

って、図書館を出た。

（たん ひろこ：法律学科）
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西南学院大学図書館報

文学部4年佐藤由美子

アメリカの、 1日24時間開いている某大学図

書館に憧れ、本屋の閉店後には行き場を失くし

てしまっていた私にとって、この図書館の午後

9時という閉館時間は、とても画期的なもので

した。初めて図書館の入口でその表示を見た時、

驚きのあまり 9と6の間違いじゃないかと疑っ

たくらいです。

ょうし、第二の書斎にしようノと思い立って

早や4年、意気ごんだ割には芳しくない学業成

績で、後はもう 一ヵ月後の卒業式を待つばかり

の身となりました。今、図書館でこの原稿を書

きながらいろんな事を思い出しています。普段

は言葉を交わす事もなかったクラスメートと親

しくなったり、冗談は、かりとばしている友人が

熱心な読書家だと知って意気投合したのも図書

館での思い出です。雑誌コーナーでは雑誌を読

み耽り、手つかずの宿題を持ち帰ったことや、

居心地の良さについ居眠りをして、気がついた

ら外は真暗ということもしばしは、ありました。

しかし、この図書館とも、もうすぐ一一、な

んて悲しんではし、ません。手続きをすれば、卒

業後も特別利用者になれる事を、夕方から来館

される卒業生の方達の姿を見て知っていたから

なんです。午後 9時の閉館時聞が幸いして、ま

だまだ私とこの図書館の縁は続きそうです。

（さとう ゆみこ：児童教育学科）
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文学部 4年穴見洋一

題自のニュアンスほど私の図書館がよいは意

識的なものではなかったように思います。入学

当初は、図書館に行けば賢くなれる、そんな浅

知な思いもあったのでしょうが、 4年間で印象

に残っていることはいくつかのことです。

一つは、ゼミの先輩に文献の探し方を教わっ

たことです。先輩を誘って 3階閲覧室にやって

来て、目当ての本に巡り 会えたil寺の喜びは言葉

にし難いものがあります。

二つは、昨年、恩師長洋 一先生に閉架図書室

案内をしていただいたことです。日頃、私た ち

一般学生には間接的にしか見ることが出来ない

図書 歴史書に限ってみても、「けっこうあるな

／」というのが実感でした。

三つは、ある日 、2階カウンターで 「今日は

返却だけです。」と 言って学生証も提示せず輿ヘ

スーツと進んで行くと、私が何も 言わない先に

司書の方から私の名前を呼ばれ、続けて「学籍

番号は87-40？？だったかな。」と言われるのです。

帰り道で 「どうして私の名前を？」とふと思い

返して、嬉しく思ったことがあります。

図書館には本を探しに行くことの方が多かっ

たように思いますが、難解な専門書を耽読した

というより、一冊の本を巡って、ある時はゼミ

の先生、また先輩、そして司書の方との触れ合

いの中で、今まで知らなかったことを知る営み

を感じ取ったように思います。

（あなみ よういち：国際文化学科）



(6) Sei：γLαγl Gα：kui：γz Unive：γsi（ヲLibγαη Bulleti：γ！ No. 1 1 0 

・ノマリ経由、夢の国行き523便に

ご搭乗のお客様は 3番ゲート

へお急ぎ下さい。

“と、、れイ立眠ったかしら－－－－－－制定内のアナウンスは

陽気な刊スパニッシュじゃなくて、甘いささや

きのフランス語。

やっと来た ！！来た ！！ パンザーイ ！！

モネ、ピサ口、 ドガー一大好きな印象派の画

家達をはじめ、ロートレックやユトリロやシャ

ガール、数え上げればきりがない程の画家に 、

愛され、『描かれたパ リ』 どこに行こうかな。

‘ミラボ一橋の下をセーヌ 河か‘流れ

われらの恋が流れる

わたしは思いだす

悩みのあとには楽しみが来ると刊

アポリネール「ミラボ一橋」（堀口大学訳）

地図でみた通り ・・・・・・セーヌ 河が流れてる。

白く浮びあがるのは、ユトリロの愛した

サクレ・クール寺院モンマルトル

ピカソ・7＇＇ラック ・アポリネーノレなどカf常i主だ‘った

ラパン・アジル

ルノワールやロートレ ックが好きだ‘っ たのは

ムーラン・ド・ギャレット

エコール・ド・ パ リと呼ばれた画家達がいた

モンパルナス

そういえば＼レオナール ・フジタ展は、も う

終わったかな・・・・・・。

サンジエルマン・デ・フレ

ノー卜ルダム寺院 凱施門

エッフェル塔 シャンゼリゼ

ルーヴル美術館

でも印象派美術館の方がステキ

J~;J経由ゅの国行

工藤クララ

クリニャン・クールの蛋の市

お土産には エルメスのスカーフ （な

んて買ってきてくれる友達が欲しい。）

と－－－－－－エッ ！？ あら ！？－－－－－－ あれれ－－－－一

自の前を歩いていくのは・・・・・・プー ・コブタ・イ

ー ヨー・ト ラー 皆、口々に呪文をとなえて

る“フ ット・ワーク” “フ ット・ワーク刊

目が覚めた私がいたのは図書館。机の上には、

数冊の本 夢だったんだ。

なんて、著作権のことを気にしながらも、書

いてみました。私の空想旅行。古く て汚い本も

多いけど、魅力のつまった本もたくさんあ りま

す。図書館の「ドを散策 しながら空想の旅、ある

いは、本当の旅のプラ ンをたてるのも楽 しいも

のです。解らないことがあったら気軽にカ ウン

ターで尋ねて下さい。 きっとお役に立てると思

います。 －一・・・…そう願いつつ。

（附録）独断と偏見で勧めさせて頂くなら…

『描かれたパリ』 723 . 5・68

『ュトリロと古きよきパリ』 C ・ 7 I ・ 1 

『ノマリ印象派美術館』 723・5・82

『パルビゾンの画家たち』 723・5. 70 

3階入口側の大型美術本

絵本のコーナー （プーもあります。）

「るるぶ」 「旅」 ( 2階）

「ELL E」（4階）

日本の各都道府県の地図や

ホテル案内もあります。

もうスペースが足りない ！！

（くどう くらら：情報サービス課閲覧係）

． 

． 



． 

． 
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［気楽に読める専門書く 3>l 

体系的な「アメリカの軍事戦略」への入門書

「 i.1tr'1Wi-」 というものが、刈－ 与え を 科’下（l~J . ~lj[ 

I 11 J (i~J に探求 し、 1 li命，rir： . 論述したものだとすれ （

「気楽に，b'cめる」ものだろうかとい うことが疑

｜！！］ となる。 しかし読み I下の1HIJの興・l味の傑

象への没人の深さによっては、いかに難解介

「＃門書」といえども、興味深〈絞める ことはあ

る。興味深〈読めるかどうか（ 「気楽に」では

なし、）は、ひとえに読み手の側の興味の強さと

関心の深さによるであろう 。

そのようなも ののーっとして、アメリカの1-II

事専門家マイケル・クレアの書いた 『ベ トナム

症候群を超えて』（合同出版 1985年）を紹介し

よう 。著者は1969年ベトナム戦争をとり あつか

った論文（「大南アジア戦争_I）で一躍、 軍事評

論家としての声価を高め、以後、アメリカ民主勢

力のシンクタンク Ip s （政策研究所）の一員と し

て、アメ リカの軍事 ・外交政策の研究にたずさ

わっている新進気鋭の軍事評論家である。

クレアによるこの著書は、ベトナム戦争敗北

後、アメ リカ国内に他国への軍事的干渉 ・介入

政策に反対し、平和を求める世論一一著者はこ

れを「ベトナム ・シンドローム」とし、う －ーが

生まれたのに対抗して、 1970年代末から、アメ

リカ支配層の中に世界においてアメリカが“指

導的役割”を果し、アメリカの“死活的権益”

を守るという欲望が強まり、 80年の大統領選挙

はその結果としてレーガン政権を生み出し、レ

ーガン政権のもとで、数かずの軍事的干渉 ・介

入政策が実施されて来た道筋を明らかにしてい

文学百ISltll際文科学科主任平野 正

るのである。

レーガンは大統領杭任直後から、「座視したま

ま手をこまねし、て、この西半球を外部勢力によ

って侵Ill科されたままにしておくことを許さない」

との態度のもとに、エルサルパ ドルに軍事介入

して、「ベ トナム症候群」に対して逆襲に転じ、

「わが国は世界の笹察官の役芹ljを果す」こ とを

意図して、第三世界の不安定さに積極的に干渉

し、介入して行くこととなるのである。それは

この地域の市場や原料資源 （石油や鉱物資源）

への依存が西側経済にと って死活的な意味をも

って来たことに起因している。そしてその課題

を担うものとして提起されたのが、カーター・

ドクトリンの発展であり、ブラウ ン ・ドクトリ

ン、へイグ・ドクトリ ンであり、民族解放運動

を粉砕するための対ゲリラ戦ドクトリンであり、

緊急展開軍の増強である。1980年代に入って以

後のこれらの軍事戦略は、 1986年 1月に至って

「低水準戦争」として体系づけられ、 80年代後

半のアメリカの世界戦略の最大の課題として明

らかにされることとなったのである。マイケル

・クレアの著書はこのようなベトナム戦争以後

のアメリカの軍事戦略の展開の過程を、系統的

に明らかにしてくれるものである。この著者に

は、このほかに邦訳『アメリカの軍事戦略』（サイ

マル出版会 1975年）がある。 「気楽に読める」

ものとはいえないが、 「興味深く読む」ことの

できるものである。

（ひらの ただし ：文学部教授・中国近代史）
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お知らせ

o春休み中の開館

2月6日（金）～ 4月10日幽

9 : 00～21 : 00※この問、学習室は閉室

。春休み長期貸出し

1月27日（火）～ 4月22日（水）

（但し、 卒業予定者は 2月末日まで）

対象および冊数 学部学生）
~ 5冊以内

専攻科生 l

留学生別科生 10冊以内

大学院生 20冊以内

0卒業後の図書館利用の手続き

本学の卒業生は、図書館を利用できます。

利用希望者は手続に次のも のが必要です。

① 特別利用許可願（本館備付） l通

② 卒業証明書 l通

③ 証明書用写真（3×4cm) l葉

④ 印鑑

⑤ 利用料金（1ヵ月 ） 100円

※入館、貸出し手続きは在学rj-1と変わ りま

せんが、 貸出し間数お よびJ~J 川は年1:n

（休暇中を含め）を通 じて 3＋叶、11卜l以内

大 報告 カ

く図書館委員会〉

61.11. 20 ① 昭和62年度図書館下作の｜｜！的lこ

ついて

② 本学卒業生の図書館利JTJについ

て他

61.12.18 ① 昭和62年度継続購入金ti：.~.ょについ

て他

62. 2 . 26 ① 昭和62年度私大助成のJjl前につ

いて

② 学術雑誌の新規購入について

他

く研修・出張〉

0 昭和61年度大学図書館職員講習会

61.11.17～20 於 ：京都大学

小l鳴司書出席

0 第7回大学図書館研究集会

61.11.21,22 於：東京都立大学

杉野司書出席

0 昭和61年度福岡県・佐賀県大学図書館協議

会福岡地区研究会

62. 1 . 21 於：福岡大学

今永課長、倉光係長、丸田司書補出席

0 第2回学術情報センター ・シンポジウム

62. 2 .26 於：名古屋大学

品川司書出席

0 図書館電算化見学 ・研修

62.2.25,26於：東京学芸大学、創価大学

荒川係長、杉野司書出席

〈本学開催の会議等〉

0 第18回国連寄託図書館会議

61.11.13,14 於 ：本館3階中会議室

国内における国連寄託図書館 (12館）と

関連機関より関係者が集ま って、図書館が

相互に有機的連係を確保して、図書館活動

の向上発展に寄与すること を目的に年 1回

開催されている。この第18回の会議が上記

の2日間、 13館より 201"71の出席者を得て本

当：において開催された。

0 第 1I旦｜九州、IEC研究会

62. 1 .31 於 ：本館 31柑巾会議室

本学は、 1969年に Ec （欧州共同体）よ

リ、Ec 資料セ ンターに指定され、以降年

々ECが発行する資料 （英語） が送られて

ている。これらの資料の有効利用を目ざ

して撚，h.＇.研究会が九州、山口の大学の研究

者を111心に結成され、去る1月31日に設立

総会をかねてtf'D 回の研究会が開催された。

( 4j¥.f先）.. ）：本学EC資料セ ンタ－）
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